上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　　第３５号　２００３年７月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)・発行
（第１面）

６月定例議会のポイント

6月定例会は、12日から20日までの9日間の会期で開かれました。

15年度一般会計補正予算（第2回）、個人情報保護条例制定ほかの

審議が行われました。堀内英樹は、公職選挙の問題点とこんごの
課題を中心に、一般質問を行いました。(2、3面) 　23日には、
合併問題調査特別委員会（第1回）が開催されました。（4面）

☆一般会計補正は1,803万円増額、総額91億1,929万円に
◆主な事業としては、五軒屋防火水槽設置工事（1,401.6万円）、第3保育所
　プール改修工事（290.6万円）、中央公民館別館空調修繕（92.4万円）など。

　◆この結果、町債（財源手当のための借金）は、29億6,660万円と一般会計

　　予算総額の32.5%、借金依存が改善される気配はいっこうにありません。

◆総務委員会の質疑で、中央公民館別館の緊急修繕に関し、役場庁舎（建築後
　28年経過）の総点検と計画的な大規模修繕を提案したが「その必要はない」
　との総務部長答弁でした。問題意識の欠如？というほかありません。
☆小集落地区改良事業、10億5,598万円が事故繰り越しに
　◆事業は、地対財特法の法期限切れにより13年度終了であるが、期限内に
　　編成された予算を使って、工事等は15年度も行われているものです。
　◆13年度から14年度へ繰り越しされた予算額は26億5,356万円、それでも
　　なお避けがたい事故のため、15年度へ繰り越しすると報告がありました。
　◆事故繰り越しは“会計年度独立原則”の例外扱いであるが、補助率が高い
　　事業であることから、町長の責任でこうした予算処理をしたものです。
☆上牧町個人情報保護条例、ようやく作られる
　◆上牧町情報公開条例が施行されて2年半、住民基本台帳ネットワークが
　　8月から本格稼働する時期になって、ようやく制定されました。（4面）


　★ホームページ　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
呼びかけ：七町合併協議はじまる、みんなで議論を！

（第２面）
一般質問しました

4月13日と27日に、第15回統一地方選挙が行われ、
全国で2,344の選挙（地方選挙全体の35.7%）があった。
堀内英樹もこの選挙を戦った一人であり、選挙を通じて
多くの有権者の方々と接する機会があった。そのなかで
指摘があった選挙についての問題点や課題を取り上げた。

⑴「公職」選挙の執行と今後の課題について
 1)ポスター掲示場と投票所の配置に格差
　Ｑ公職選挙法が適応されるのは、地方公共団体の議会議員および長、衆・参
　　議員の選挙である。選挙の公平性を確保するうえで、情報提供と投票機会の
　　均等化は不可欠。町内89ヵ所のポスター掲示場の配置基準は‥　　（堀 内）
　Ａ公職選挙法で定められた基準によって、効果的な場所に掲示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（行政委員会局長）
　Ｑ投票所ごとのポスター掲示場１ヵ所あたりの有権者数（35人〜416人、平均
　　224人）や世帯数（13世帯〜317世帯、平均103世帯）に大きな開きがあり、
　　不公平ではないのか。
　Ａそういう考え方もあるのかと承った。これまでも多少変更してきているが、
　　現状になっている。
　Ｑ投票所１ヵ所あたりの有権者数（176人〜2,918人、平均1,326人）や大字
　　から投票所までの時間距離にも大きな格差があり、投票率にも大きな影響が
　　ある。葛城台から最大で17分（五軒屋投票所40.5%、平均60.2%）、プレステ
　　アーバンから同15分（南上牧投票所53.5%、同）であるが‥
　Ａたいへん参考になる数値である。いまの投票所は、大字という流れのなかで
　　設置されたものであり、１投票所で3,000人を越えると過大である。
　Ｑポスター掲示場と投票所の設置について、大きな格差があることを実証した。
　　近年に人口が急増した大字（葛城台、プレステアーバン、桜ヶ丘など）で、
　　それに見合った再検討が行われていない結果であるが、町長の見解を‥
　Ａ旧来の大字に1つずつ設け、投票所15ヵ所は奈良県でも多い方。個々の
　　必要な見直しついては、私からも選挙管理委員長に進言したい。　（町　長）
 2)選挙公報の発行と政党ポスター対策
　Ｑ有権者から「選挙カーによる連呼は騒音公害」との苦情が絶えなかった。
　　騒音対策や情報提供、投票率の低下防止のため、選挙公報の発行を求める。
　Ａ県議選では条例化して発行された。選挙公報もいろいろ課題はあるが、町長・
　　町議選の公報については実現の方向で取り組む。　　　　 （行政委員会局長）

（第３面）
Ｑ有権者から「上牧町内で政党などのポスターがはんらんし、美観を損なう」
　　との訴えを受けた。町内の公共施設（道路、公園など）を確認して回った
　　ところ、枚数に差はあるが主要政党すべてがあった。近隣町に比べて、上牧
　　町内が圧倒的に多い。掲示が許される基準は、どうなっているのか。
　Ａ政党ポスターは、奈良県屋外広告物条例で規制されており、道路の柵などは
　　掲示できない。そのなかで、公職選挙法で認められた選挙運動期間中の政治
　　活動については、例外（奈良県選管の証紙添付）がある。交通の妨げになる
　　ものは、撤去するようにできるだけ指導している。　　　　　（建設部次長）
　Ｑ自由な政治活動は最大限保障されなければならないが、それも一定のルール
　　の範囲内。各政党に適切な対応を求めるが、現実的な解決策として、いっそ
　　公営の掲示場を何ヵ所か設けてはどうか。
　Ａ検討課題である。場所の問題もあり、選挙管理委員会とも協議する。

⑵上牧町個人情報保護条例の制定について

Ｑ個人情報保護については、それを扱う職員の意識改革が最も大切である。
　個人情報はプライバシーの根本であり、一度漏れると取り返しがつかない。
　13年4月に情報公開請求者の個人名が広く流されたことがあった。職員等の
　認識不足も甚だしい。条例制定を機にあらためて、徹底されたい。

Ａとうぜんそのようなことは、あってはならない。こんご研修会等を開いて、
　そのような形を確保できるように努める。　　　　　　　　　　（総務部長）

　Ｑ8月から住民基本台帳ネットワークが本格稼働するが、この条例をどう活用
　　するのか。また、8〜9月の空白期間があるが、その運用に懸念はないのか。

　Ａ条例の施行日は10月1日であるが、付則3項に「みなし規定」が定められて
　　おり、何ら心配は要らない。担当課とも調整し、問題のないようにやる。

⑶「りそな銀行」に対する評価と今後の取引について
　Ｑ上牧町のメーンバンクである「りそな銀行（旧・大和銀行合併後）」が、公的
　　資金投入の申請を行ったが、公金管理の安全性と資金調達のコストの観点
　　からどのように評価しているのか。
　Ａ今回の措置は、金融システムの安定化であり、破たん処理でないことから、
　　業務は通常通り行われている。「りそな銀行」を引き続き町の指定金融機関
　　とすることに、何ら問題はない。　　　　　　　　　　　　　　（会計課長）
　Ｑ同行はこんご厳しい経営再建が強いられる。町の借り入れに伴う金利は、
　　とうぜんに高くなるのではないのか。危険分散を図ってはどうか。
　Ａ他行と比べてやはり割高であるが、これまでも重要な位置づけにあり、
　　こんごとも引き続き取り引きしてゆく。　　　　　　　　　　　　（収入役）

呼びかけ：公平な選挙実現、投票所などの見直しを！

（第４面）
★「個人情報保護条例」何のために？
・「個人情報」　1)氏名、住所、生年月日、本籍などの戸籍事項、
　2)学歴、職歴、資格などの経歴、3)障がい、傷病など心身の状況、
　4)資産内容、収入、所得など財産などの個人を特定できる情報のこと。
・「適切な取扱い」（目的の１）　実施機関（町長、議会、教育委員会、選挙管理委員会、
　監査委員など）が個人情報を扱う原則のこと。
　　原則は、1)保有している情報を明らかにする、2)収集する目的を明らかにする、
　　3)つねに最新の情報として管理する、4)目的以外には利用しない、5)実施機関以外
　　へは提供しない。6)事業者にも実施機関と同じように適応する。ただし、違反に
　　対する罰則規定は、盛り込まれなかった。
・「開示、訂正を求める権利」（目的の２）　高度情報化が進んでいるなかで、個人に
　ついての情報が大量にしかも速く収集され、利用されている。個人のプライバシーを
　保護するため、町が保有する自己情報を開示したり、訂正したりできる町民の権利を
　明確にする。
・「公文書」「開示の実施」「手数料」　上牧町情報公開条例と基本的に同じ扱い。
・「上牧町個人情報保護審査会」　開示請求の対する不服申し立てと条例の例外規定に
　ついて実施機関に答申する役割を持つ。
★ 議会・合併問題調査特別委員会（第１回）から
・第１回７町合併協議会が６月８日に開催され、議会からは吉川議長と堀内が委員として
　参加した。これを受けて、その報告とこんごの特別委員会の運営についても協議した。
・合併協議会の協議に、議会の意見が十分反映されるように、協議資料の事前配布や
　重要事項に関して特別委員会での事前審査を求める意見が、強く出された。その一方で
　７町協議であることを踏まえて協議会に臨むことも必要である、との意見もあった。
　これらのかね合いについては、何れにしても慎重な対応が望まれる。
・第２回７町合併協議会は７月２日に開催され、1)協定項目、2)新市建設計画策定方針、
　3) 新市建設計画まちづくりアンケートについて協議される。
　「合併協議会ホームページ」：http://www4.kcn.ne.jp/~town7/
　「合併協議会だより」：7月から町広報紙と同時に全戸に配布
	　　ホームページを公開しています

　　　「市民のこえ」の電子版です。みんなの広場として

　　　“掲示板”を用意しました。気軽にお使いください。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　 話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１



おことわり：古紙１００％の再生紙を使いっています。ご理解ください。

